
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 視聴時間 演題・講演内容（予定） 講師 

１ １９分間 
低低炭炭素素化化活活動動のの実実行行にに関関ししてて‐‐--基基本本的的なな理理解解‐‐--  

  低低炭炭素素化化活活動動のの３３つつのの行行動動（（理理解解、、実実行行、、強強化化））  
一般財団法人省エネルギーセンター 

常務理事  谷口 裕一 

2  ４３分間 
カカーーボボンンニニュューートトララルル経経営営、、達達成成にに向向けけたたスステテッッププとと支支援援  
・・カカーーボボンンニニュューートトララルル経経営営ととＳＳＢＢＴＴ  

・・取取りり組組みみスステテッッププとと省省エエネネルルギギーーセセンンタターーのの支支援援  

一般財団法人省エネルギーセンター 
国際人材育成センター（併）調査部 

マネージャー  奥田 徹也 

3  ２８分間 

脱脱炭炭素素社社会会実実現現にに向向けけたたリリココーーのの取取組組みみ  
・・リリココーーののママテテリリアアリリテティィととＥＥＳＳＧＧ目目標標  

・・ＳＳＢＢＴＴ認認定定をを受受けけたた脱脱炭炭素素目目標標ににつついいてて  

・・脱脱炭炭素素社社会会のの実実現現にに向向けけたた取取りり組組みみ事事例例  

株式会社リコー   
ESG戦略部 兼 ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｻｰﾋﾞｽ部   

ESG推進室 ESG推進Gリーダー  

羽田野 洋充 氏 

4  ２８分間 

ＳＳＤＤＧＧｓｓととＳＳＢＢＴＴ  
中中小小企企業業ががＳＳＢＢＴＴ認認定定をを受受けけるる目目的的とと意意義義はは何何かか？？  

「「環環境境ににややささししいい」」とといいっったた曖曖昧昧なな経経営営かからら、、科科学学的的根根拠拠にに基基づづくく
「「環環境境にに正正ししいい」」経経営営がが求求めめらられれるる時時代代のの到到来来ににつついいてて考考ええまますす。。  

株式会社大川印刷 
  代表取締役社長 

             大川 哲郎 氏 

5 ２５分間 

今今日日かからら始始めめるる脱脱炭炭素素～～CCOO22 排排出出量量5500％％削削減減をを目目指指ししてて～～  
・・来来ハハトトメメ工工業業㈱㈱ととはは？？      ・・当当社社のの環環境境活活動動ととそそのの実実績績  

・・今今日日かからら始始めめるる脱脱炭炭素素((当当社社ののベベスストトシシナナリリオオ・・ワワーースストトシシナナリリオオ等等))  

・・ままととめめ  

来ハトメ工業株式会社 管理部 
係長（兼ISO9001管理責任者兼ea21環境管理責任者） 

石原 隆雅 氏 

※各講演のパワーポイント資料（印刷物）を配布いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.受講条件        インターネット環境の整ったパソコンやタブレット等をご用意ください。 
本セミナーはWeb会議・セミナーツールのダウンロードの必要はありません。 

2.申込み方法          右のＱＲコードをクリックいただき、申込みフォームよりお申込みください。 
申込みフォームを利用できない場合は、申込書(Excel)をダウンロードいただき、
お申込みください。 

3.受講料（消費税込）   賛助会員：13,200円 一般：16,500円 

賛助会員 ⇒ https://www.eccj.or.jp/member/index.php 

※中小企業、診断プロ倶楽部、CEMSAR 登録審査員、省エネ・脱炭素エキスパート、
エネルギー使用合理化専門員の方は、賛助会員料金でご受講いただけます。 

4.支払い方法       申込みフォームまたは申込書に記載してあります指定口座にお振り込みください。 
(振込み手数料はご負担願います。） 

5.注意事項        本セミナーは2021年12月８日にライブ配信しましたセミナーの録画になります。 
原則、指定口座へのご入金が確認できましたら、資料の郵送及び講座の録画のメール配信をいたします。
視聴期間は１ヶ月間です。お申込みいただいた方に限り、視聴期限まで何度でもご覧いただけます。 

6.問合せ先    一般財団法人省エネルギーセンター 人材育成推進部 

〒108-0023東京都港区芝浦2-11-5五十嵐ビルディング4階 

TEL：03-5439-9774     E-mail：teceduc@eccj.or.jp 

 
SBTとは、Science Based Targets の略で、パリ協定が求める水準＊）と整合した、5 年～15 年先を目標年として企業が設定する、温室効
果ガス排出削減目標のことです。世界中で SBT に加盟する企業は増加しており、日本でも 2021 年11 月時点で 169 社が参加し、139 社
がSBT認定を取得しています。SBT認定を受けると、国際的なパリ協定の達成に貢献する持続可能な企業であることを顧客や取引先、地域コ
ミュニティや従業員など多様なステークホルダーにアピールすることができる等、大きなメリットがあります。 
本セミナーでは、SBT を代表とするカーボンニュートラル経営に取り組む意義、同経営に向けたステップと省エネルギーセンターの支援例などをわか
りやすく解説いたします。また、SBT認定を取得されました企業、長期の目標を設定された企業の方に、自社の取り組み事例などをご紹介いただ
きます。SBT にご参加・認定取得ご検討の企業の方、あるいはカーボンニュートラル経営をめざす企業の方必聴です。 

＊）世界の気温上昇を産業革命前より 2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力をする 

ＳＢＴ・ＣＮに取り組むメリットとは？ 

環境保全貢献、企業価値向上、コスト削減、イノベーション創出・・・ 

 

申込要領 

カリキュラム  

ＳＢＴ と カーボンニュートラル 経営 

【オンラインセミナー】 

 オンデマンド 配信  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeUsReXO7jLJAKqacnHrAVE6CRSZJEcRYoTrxRtS_Pzmdq4Hw/viewform?usp=sf_link
https://www.eccj.or.jp/education/tech/pdf/kan/211208.zip

